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優しく強い子に！ ３月７日(火）の午後，由井三小の放課後ＧＡＭＢ
Ａり勉強のお手伝いで家を出ました。お寺の脇の山道
を下り，北野街道に面した家具屋さん北奥の田んぼの
に近づくと，ヒキガエルがゆっくりと用水路に向かっ
て動いているのを見つけました。
同時に，ゲロゲログワッグワッの鳴き声に気付きま

した。用水路を覗くと２匹のヒキガエルが向き合って
デュエット。求愛の最中でした。
肌寒い日でしたが，ケルルン クック 草野心平の

“春のうた”を口ずさみながら北野街道を由井三へと
歩き出しました。

次の日の午後練。女の子３人。男子３１人。６年生
は１３人全員が参加です。１６：００～１７：３０ま
で基本とマノーン＆ターンの練習，サッカードボンを
楽しみました。

http://www.minamih.net/ 練習後，１年生の盛田君のお母さんから嬉しいＮＥ
１７・ ３・１１（土）ＷＳを聴きました。“明日学校で，２００冊以上の本
南ＮＥＷＳＮＯ１２３ を読んだので表彰されるんです”ということでした。

たくさん本を読む子は目に見えない学力をしっかり
身に付けることができます。かっちゃん，素晴らしい！！

多摩信カップ初日敗退！
負けましたが，強い相手に互角の試合をすることができました。相手の３点

目はアンビリーバルな得点でした。相手は目に見えないゴーストに倒されてＰ
Ｋを取られたのは南でした。
でも，しっかりと力をつけてきた５年生。利慶君のお父さん（南ＯＢの名Ｇ

Ｋ）も“サッカーになってきましたね”と言っていますよ。
3 月 20 日(月)と 3 月 26 日(日)に前期むさしのリーグがあります。4 月 2 日

(日)からのＵ－１２に向けてさらなるレベルアップを目指しましょう。
3 月 26 日(日)は 5 年生だけで目黒への遠征になります。自分のめあて･チー

ムのめあてをしっかり達成できるようにしましょう。
ｂｙ南のアンパンマン

たましんカップ（４･５年生）
2017-3-5（土） 会場：文化大グラウンド

〇めあて：練習した技を使う／渡り廊下を使う／コーチング
予選グループリーグ 15分ハーフ
■ 第 1試合 ×南八王子 1-3 FCゴロアーズ （前半 1-1）

得点：遼大君（A佐藤君）
前 半 1分、左サイドから突破されシュートを打たれますがGK蛯名君がナイスセーブ。
同 6分、右サイドから速いグラウンダークロスを入れられます。1人をフリーにしてしま
い先制されます。同 11分、左SH野宮君がボールを奪って突破、クロスをペナルティエ
リア内で受けた佐藤君がさらに中へ入れ、ファーサイドで遼大君が豪快に蹴り込んで同点
に。同 12分、CB周君からトップの一護君へ渡り、一護君が競り合いながら持ちこんでシ
ュートしますがポスト右。同 14分、遼大君が軸足にボールを当てるストップゴーを見せ
ます。要注意の相手トップ 10番に決定的な場面を作らせずハーフタイム。
後半 3分、相手 10番が左に移り、トップに入った 17番へのロングカウンターを受け失
点、1-2。南もカウンターを狙いますが、足元へのボールが多く決定的なチャンスが作れま
せん。終了間際、足はかかっていないようにも見えましたが PKを取られ 1-3でタイムア
ップとなりました。
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■ 第 2 試合 ×南八王子 1-1 ARTE 豊田 （前半 0-0） PK 戦 2-3 得点：遼大君
トップに入った坂元さんも奮闘しますが、最終ラインをなかなか突破できないまま迎えた
後半 9分に先制されます。同 14分、ペナルティエリア内にドリブルで斬り込んだ名嘉君
が倒され PK獲得。遼大君が落ち着いて決めて同点となり、PK戦へ。相手は体の大きい
選手にGKを替えてきて、ゴールを狭く感じたのか南が 2本外し、たましんカップは 2敗
で終了しました。

ＪＲユース八王子リーグ最終戦
2月 19日(日) 文化大Ｇ

〇南八王子Ｕ 14 1-2 ベ リテールＵ 14
前半はとても良かったと思います。
課題であったチャレンジ &カバーを全員が意識して戦えていま

した。
特に両サイドハーフとサイドバックは素晴らしかった！！

しかし、後半になった途端に運動量が減り、チャレンジ &カバー
やパスコースを作れなくなり、大きく蹴るだけのサッカーになっ
た結果、逆転を許してしまいました。
引き続きの課題ですが、チャレンジ &カバーを試合を通して

やれるようになると同時に、パスコースを作り続けて丁寧に繋ぎ
ながら、サイドチェンジなど大きな展開も使えるように練習しま
しょう！ ｂｙ小丸コーチ

■試合を振り返って

残念ながら決勝トーナメント進出はできない状況となりましたが、

選手たちはよくがんばり、一戦目の強い相手にも互角の勝負をしまし

た。トップに張る一護君をスペースへ走らせるのが今の時点で最もチ

ャンスになりやすいのですが、スペースでなく足元へのパスばかりだ
ったのが反省点です。また、サイド突破の意識は高いのですが、突破

しきれませんでした。相手をよく見てタイミングよくかわせたり、ス

ピードに乗った状態で技が出せる選手がもっと増えて欲しいと思いま

す。

このレベルの相手でもいい勝負ができるようになったので、新年度
のU-12リーグでは選手たちのいっそうのがんばりを期待します。
今日は多くの保護者や南関係者の皆さんにご協力いただきました。

内田コーチと石橋さん（璃子さん・遼大君のお父さん）が審判をして

くださいました。後援会の山田さんも駆けつけて本部をサポートして

くださいました。ありがとうございました。 ｂｙ中村コーチ


